
つる観光戦略～富士の麓の小さな城下町～
谷村城下町テイスト（黒塀塗炭事業）

都留市 産業建設部 産業課



都留市を取り巻く課題１
観光の変化への対応

（旅行者の高齢化・2020オリ・パラ）

都留市を取り巻く課題２
森林の荒廃（84％が林野）
（地球温暖化・環境の悪化・

間伐材の処理）

都留市を取り巻く課題３
「観光」に対する無関心

つる観光戦略 ～富士の麓の小さな城下町～

１ ターゲットの明確化
・歴史・文化を訪ねる旅
・外国人向けの日本体験（アクティビティ）
⇒祭りの体験、座禅体験、城下町へのタイムスリップなど・・

２ 森林整備（間伐 植林 古木処理）
間伐材の利用促進と財源の確保

３ シビックプライドの醸成（地元への郷土愛、当事者意識、自負心）
・住みたくなる・訪れたくなる街並みの形成
・市民が進んでつる観光に関わることができる空気感

財源の確保

これらを解決するには・・・・・
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～その具現化に向けた取り組み第1弾！～

谷村城下町テイスト（黒塀塗炭）事業
黒塀の作成
①間伐材を利用
②都留市の孟宋竹を原料とした『塗炭』で着色
⇒循環型環境サイクルの構築
③産官学民等の協働で彩り作業
④文大生による「景観が与えるヒーリング効果」の
モニタリング

財源は平成31年度から譲与される「森林環境譲与税」を活用

森林環境譲与税とは・・・

「市町村が行う間伐や木材利用の促進及び普及啓発
など森林整備及びその促進に関する費用に充てなけ
ればならない」とされている。

「森林の整備」と「観光」
をマッチングした取り組み
は全国初！！

「放置された森」から
「整備された森」へ
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谷村城下町テイスト（黒塀塗炭）事業 イメージ①

市役所前

長安寺付近

上町自治会館
付近
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谷村一小
プール前



谷村城下町テイスト（黒塀塗炭）事業 イメージ②

屋台展示庫

黒塀塗炭に合わせ、提灯設置
やライトアップにより幻想的
な景観を演出。

屋台保存会による新たなイベ
ントの開催や他のイベント
（盆踊り、じょいつる等）と
のコラボも期待できる。
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谷村城下町テイスト（黒塀塗り炭）事業効果

総延長 1300ｍシビックプライドの醸成

ヒーリング効果

里山の復活

住民参加型の観光のまちづくり

そこに住む人の心の安らぎ、
癒し効果

×

×

＝

訪れたくなるまち

それが
「つる観光！」
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